
精神保健福祉部会って？

◆目的◆ 精神障害者地域包括ケアシステムの構築に向けて

ご本人・ご家族から
ニーズを拾おう！

それぞれの機関が連携
できるようにしよう！

地域包括ケアシステムにおける「５つの構成要素」



平成２９年度の取り組み

◆どんなメンバー？◆

地域活動支援センターⅠ型事業所・精神科病院ＰＳＷ・精神科医師・岡精社協

クリニックＰＳＷ・当事者会・グループホームＰＳＷ・家族会・保健所健康づくり課

訪問看護ステーション・こころの健康センター（24名）

◆どんなことをしたの？◆

「メンバーの周辺にいる当事者・家族の持っているニーズ」の抽出をし、精神障害者地域

包括ケアシステムアセスメントシートの作成を行いました。部会の進行は、コアメンバー

による企画会議をもとに、グループワーク形式で行いました。
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◆コアメンバーの企画会議の様子◆

コアメンバーは、
Ⅰ型事業所相談支援専門員
精神科病院PSW・精神科医
保健所健康づくり課職員



◆まずは、岡山市全体の『みんなのニーズを拾おう』！

地域活動支援センターⅠ型
相談支援専門員

精神科病院ＰＳＷ

精神科医師

グループホーム
ＰＳＷ

ニーズを拾う

家族

訪問看護ステーション
看護師

保健所
健康づくり課

精神科診療所
ＰＳＷ

岡山市精神障害者
社会福祉事業者協議会
代表

当事者
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◆実際に自分たちが関わっている人達に聞き取りを行い、ニーズを集めました

精神科病院ＰＳＷ

ニーズのタンク
家族

訪問看護ステーション
看護師

岡山市精神障害者
社会福祉事業者
協議会代表

当事者 精神科医師

保健所
健康づくり課

グループホーム
ＰＳＷ

地域活動支援センターⅠ型
相談支援専門員

精神科診療所
ＰＳＷ

どんなことが
あったらいい？

保証人なしで住
めるアパートが
あるといいな。
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住まい

医療

就労・社会参加

趣味・余暇

人間関係
（家族・仲間）

居場所 相談

家族支援

お金

生活支援 移動

平成２９年度の取り組み
～岡山市精神障害者地域包括ケアアセスメントシート～

クリックすると、
『保証人なしで住
めるアパートを探
したい』などの
ニーズが見られる。

掲載されている
ニーズに対して共
感を得られたり、
更に新たなニーズ
を拾える工夫もで
きたらいいな。


